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１．はじめに
ヨーロッパにおいては、最大1,500×3,000

×6㎜という大型セラミックタイル（以下、
SUPER MAX・CERAMIC PANELと称す）を
乾式工法で内外装に施工するケースが散見さ
れますが、日本ではPCあるいはGRCカーテン
ウォールに打込む工法が一般的です。本工法
は、施主、設計者からかねてよりニーズが高かっ
た大きな割り付けで壁面を構成できることか
ら、従来のタイル貼りとは一線を画する高い意
匠性を有しています。しかしながら、日本は地
震国であり、このような大胆な壁面構成を実
現するには、かなりの技術的検討が必要とさ
れ、なかなか実現には至りませんでした。けれ
ども、年々、大きな割り付けを望む声が増加
してきており、本方面に関する各種分野の有
識者が参集し※1、第一弾として、2018年7月、
福岡高等・地方・家庭・簡易裁判所庁舎で、
イタリア製の600×1,200×10㎜という大型
セラミックタイルを打込んだPCカーテンウォー
ルの外装を実現させました※2。

その時に様々な実験検証を行い、実務に適
用して問題ないことを確認したので、さらに一
歩進めて、第二弾として、600×2,400×12
㎜という大型セラミックタイルをGRCカーテン
ウォールに打込む工法を採用し、現在、東京
都京橋の案件で、取り付けを終了しています。

なお、適用する建物高さとしては、当面、
最高高さ60ｍ程度を考え、下地としてはPC
あるいはGRCカーテンウォールを前提として
います。以下、設計から施工のポイントを示
しますが、誌面の都合上、PCカーテンウォー
ル打込み工法を例にとり、説明します。

２．PC カーテンウォール打込み工法の設
計と技術的検証
２．１　基本設計

PC・GRCカーテンウォール打込み工法の
基本構成としては、大型セラミックタイルに
溝切り加工を施し、ＰＭ130＃（G）という裏
面処理材を全面塗布し、ＡＭクランプという
専用アンカー金具を取り付け、型枠セットし
てコンクリートを打設して一体化を図るとい

うシステムで、当面、次の用途に適用するも
のといたします。

ⅰ 適用する建物高さ
耐風圧性能、耐震性能面から安全性を考
慮し、当面、適用する建物高さとしては、
最高高さ60ｍ程度とします。ただし、物
件単位で実大性能試験等で検証の機会が
ある場合は、別途判断したいと考えます。

ⅱ 適用下地は、PC・GRCとします。
２．２　基本設計図面

SUPER MAX・CERAMIC PANELを、縦
使いあるいは横使いすることを基本とします。
当該案件ごとに必要となる耐風圧性能、耐震
性能を考慮して技術的検証の裏付けを取り、
PC・GRCカーテンウォール打込み工法の設計、
ＡＭクランプの配置について図面化します。
２．３　SUPER MAX PC カーテンウォール
打込み工法の技術的検証について

SUPER MAX PC・GRCカーテンウォール
打込み工法の技術的検証については、ＡＭク
ランプは、①保持強度の確認、裏面処理材
については、②初期強度の確認、③促進劣
化試験後の強度確認を実施して問題のない
ことを確認しています。
ⅰ 初期強度と安全率について

SUPER MAX PC・ＧＲＣカーテンウォール
打込み工法に加わる力として大きいのは、
ＡＭクランプにかかる引っ張り力ですが、
高い安全率を確保しています。
また裏面処理材については、コンクリート・
ＧＲＣと一定の接着強度を有し、タイルが
万一破損した場合の落下防止効果を確認し
ています。

ⅱ 促進劣化試験後の強度確認 
裏面処理材の促進劣化試験後の接着強度
確認は、外壁に使用する以上必須と考え
ており、温冷繰返し（23℃水中16時間浸
漬、60℃高温乾燥雰8時間を1サイクルと
して20サイクル繰返す）等の実験を行い、
十分な安全率を確保しています。
初期強度および劣化試験後も安全率を確保

できたことで、寒暖の影響を受ける外装材と
しても十分適用可能です。

３．本製作
　本製作の概略工程を写真・１～10に示します。

４．モックアップ施工と本施工
４．１　モックアップ施工 

本生産に先立ち、通常は実大モックアップ
を作成します。モックアップ施工の目的は、
本工法がどのくらいの施工効率で施工ができ
るかを確認し、その測定結果を本施工へ
フィードバックすることにあります。施工の過
程で、順調に進んだ部分、進まなかった部分
について再検証することで、より合理的な設
計や製作への改善ポイントを確認し、絶えず
施工精度、施工効率の向上を図っていく必
要があります。以下に、試験体のモックアッ
プ施工の過程を写真（写真・11、12）にて
紹介させていただきます。
４．２　本施工

モックアップ施工の時に得られた知見を総
動員して本施工に当たります。当該建築にお
いて対象となる部位、施工面積、工期等を
勘案して本施工のスケジュールを立案してい
くこととなります。対象範囲に対して、仮設
足場をどのように割り付けるか、壁つなぎを
どう配置するかを決定したら
①SUPER MAX PC・GRCカーテンウォール

打込みの特殊タイプをどう設置していくか？
②標準タイプをどう設置していくか、施工ス 

ケジュールの設定
③支持部材の取り付け
④各種副資材の設置
⑤施主、設計者、施工者の方々の施工検査

の対応
等を検討します。
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主筆：野平外装技術研究所　執筆協力：Myrex㈱・㈱アクト・セメダイン㈱・名古屋モザイク工業㈱・綿半ソリューションズ㈱

■脚注
※1：SMCP工法開発研究会
１ｍを超す大型セラミックタイル、『SUPER MAX・
CERAMIC PANEL』を外装材として使うには、その
道のエキスパートに参集してもらい、様々な知見を持
ち寄らないと適切な工法開発はできません。過去、
ヨーロッパから幾多の大型セラミックタイルが輸入さ
れましたが、地震国、日本に適した工法開発ができな
かったために、思ったほど普及しませんでした。そこで、
野平外装技術研究所の野平が音頭取りとなり、各分
野 の 専 門 家 からなる『SUPER MAX・CERAMIC 
PANEL工法開発研究会』を組織し、当該セラミックタ
イルの施工法について種々の技術的検証を経て、地
震国、日本に適した工法開発を実施しています。
※2：月刊「近代建築」2018年10月号に福岡高等・
地方・家庭・簡易裁判所庁舎ビルの特集が掲載され、
その中で外装の大型セラミックタイル打込みPCカー
テンウォールについても言及されています。

写真・１　裏面処理材の流し込み

写真・６　型枠へのセット

写真・11　モックアップ全景 写真・12　モックアップディテール

写真・７　シール材の施工

写真・８　鉄筋のセット 写真・９　コンクリート打設 写真・10　こて押さえ

写真・２　へら押え 写真・3　ＡＭクランプ周り 写真・４　クランプ周りの充填

写真・５　クランプセットの状況
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連載技術コラム　外装仕上技術の潮流 ⑦

５．３　近未来的なPC・GRC大型セラミック
タイル打込みカーテンウォールの例 
CERAMIC MAX PCカーテンウォール

すでに、 大 型 セラミックタイ ル のPC・
GRCカーテンウォールへの打込みについて
は、600×1,200×10㎜ のものを採 用し、
2018年7月に竣工させました。同じくGRC
カーテンウォールへの打込みについては、
600×2,400×12㎜のものを採用し、現在
施工中です。

両者は、いずれも平板パネルですが、今
回ご提案するものは、大型セラミックタイル
を、1枚のカーテンウォールに対して複数枚
割付け、角度をつけることで表面の仕上がり
感に変化をつけるものです。外装デザイン
の高度化に対応する一つの提案です。技術
的には、平板打込みの技術を踏襲できます
ので、安心して採用いただけます。

５．施工事例
５．１　大型セラミックタイル打込みPCカー
テンウォールの例（写真・13～15）
福岡高等・地方・家庭・簡易裁判所庁舎
施主：最高裁判所
設計者：最高裁判所事務総局営繕課・
　　　　㈱日建設計
施工者：鹿島建設㈱九州支店
工期：2014年12月～2018年7月
５．２　 大 型セラミックタイル 打 込 みGRC 
カーテンウォールの例
京橋近傍のビル（写真・16）

写真・13　建物全景

写真・14　建物中景写真・16　GRC打込みの例 写真・15　柱型ディテール

写真・17　CERAMIC MAX PCカーテンウォールの図面と写真


